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はじめに――本書面の概要
原告ら第５準備書面で述べたように，本件大阪空襲訴訟において，原告らが求めているのは，「一般戦争被害者」全般に対する立法不作為の問題ではない。原告ら２３名はいずれも，①日本の中核都市に対する大規模な空襲により（それは特に１９４５（昭和２０）年３月１０日の東京大空襲以降激化した），②防空法の適用のもと避難を禁じられたうえで，③当該空襲により甚大な第一次的被害を被った「空襲被災者」として，自らに対する立法不作為の違法性を認めることを求めているのである。

本書面では，原告２３名のうちの一部の者について、空襲によって，単純な一回的不法行為（あるいは犯罪行為）による個別的被害の集積とは比較にならない、同時的かつ複合的な重大な被害を受けたこと，加えて、その後の人生においてもずっと甚大な苦労・困難を強いられ続けたことを具体的に明らかにし、もって、空襲による被害が単なる損害項目の積み重ねにとどまらず、原告らの人生全般の継続的破壊という、きわめて広汎かつ包括的な被害が生じていることを明らかにするものである。
第１　原告安野輝子（原告番号１）の被害
　１　空襲前の状況

　原告安野輝子は，１９３９（昭和１４）年６月９日，父の故郷の鹿児島県EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんだいし),川内市)（現在の薩摩川内市）で出生した。物心ついた頃，原告安野は，川内市で，祖父母，従姉，母，兄弟で暮らしていた。父は，既に戦地に赴いていた。

　　　原告安野は，祖父経営の工場の従業員に連れ添われて，幼稚園まで行く途中，白い割烹着姿の警防団婦人会の会員が，空に向かい，竹槍を突き（甲Ａ１４号証１９１頁），また，バケツリレーをしているのを目撃している。

国の政策で，日本国民が，竹槍でＢ２９を本気で撃退できる，焼夷弾に因る火災が，バケツの水で消火できると本気で思いこまされ，そのための訓練に駆り出されていたことの証である。

２　空襲時の恐怖体験

（１）左足の喪失

終戦１カ月前の１９４５（昭和２０）年７月１６日，６歳になったばかりの原告安野は，米軍機が投下した爆弾の破片の直撃を受け，左足のひざから下を奪われた。

その日の正午ころ，原告安野の母は米の配給を受け取りに出かけており，原告安野は家で弟と従姉と遊んでいた。その時，空襲警報が鳴り響き，原告安野らは，部屋の隅にかたまってじっとしていた。気がつくと，告安野の足は千切れて出血し，弟も血まみれ，辺りは血の海であった。

　　　　恐怖に泣くことしかできなかった原告安野は，空襲警報解除後，警防団の団員によって，戸板に乗せられて，関医院に運ばれた。医師は，原告安野を診るなり，腰のベルトを引き抜いて，原告安野の足の断端の上部をきつく縛って止血をして注射を１本撃ち，その後，原告安野は，原田外科病院へ運ばれた。

　　　　原田外科病院での治療は，傷口を縫うこともなく，赤チンで消毒するだけであった。原告安野は，その夜は死線をさまよったが，奇跡的に九死に一生を得たのである。

入院中も空襲が毎日続き，寝ている部屋に機銃掃射の弾が降ってきたのも原告安野にとっての恐ろしい体験である。

入院して何日目かに診察室で，原告安野は自らの足が，ガラス瓶に浮かぶのを見たが，6歳の原告安野には，足を失ったことの意味が理解できず，「トカゲの尻尾が切れても，また生えてくるように私の足はきっと生えてくる」と信じて疑わなかった。

（２）川内市最大の空襲

その後，空襲は，日増しに激しくなり，原告安野は，入院して１４日目で，治療継続困難を理由に，強制退院となった。退院した翌朝である７月３０日，原告安野らは，川内市最大の空襲に遭遇した。燃え盛る街の中を，足を奪われて歩けない原告安野は母の背に負ぶわれて，兄弟３人と従姉と，火の粉を払い除けながら逃げ惑い，夏の寝巻き姿のまま，３キロほど離れた高城村へと命からがら逃れたのである。

　疎開先の高城村で，原告安野たちは，芋づるや糠の団子を奪い合って食べた。戦禍を逃れてやっとたどり着いた疎開先で，下の弟は，甘いものも知らず，腹いっぱい食べるという経験もしないまま，栄養失調で２歳の命を閉じた。

食べるのが精一杯の生活に負われる母は，原告安野を足の治療に連れて行くのが遅れがちになった。夏の暑い盛りのなか，原告安野の足の傷は化膿して悪臭を放っていた。消毒が遅れると蛆虫が湧き，その度，竹の箸で蛆虫をとって捨てることを繰り返した。

３　戦後の苦労

（１）生えてこなかった足

１９４５年（昭和２０）８月１５日，太平洋戦争は敗戦で終終わった。日轟音とともに襲ってくる，Ｂ２９に脅えていた原告安野は，「Ｂ２９は，もう来　ないよ」と言われて，言葉に言い表せないほど，うれしさを感じた。しかし，戦争が終わっても，失った左足，弟，伯父は，二度と再び還って来なかった。

終戦後，原告安野には戦時中以上に厳しい，戦後の新たな戦いが始まった。足の断面の傷は，時間の経過と共に癒えていったが，杖も義足も車椅子もない時代に，原告安野は，自分の力では，一歩たりとも，外に出ることは出来なかった。母に負ぶわれて，外に出たとき，広い田んぼの稲が波打っているのを見て，あの波を走って追いかけたいという衝動に駆られたが，それは叶わぬ，願いとわかり，はじめて悲しい思いがこみあげて来るのを感じた。

（２）就学後の苦労

１９４６（昭和２１）年４月，原告安野は松葉杖を付く自らのへの刺すような視線に耐えながら，疎開地で小学校に入学した。しかし，友達と楽しく過ごすことも少なく，雨が降っては休み，松葉杖を隠されていじめられては休み，登下校はみんなについていけず，勉強にもついて行けず，運動会はいつも傍観者で遠足も修学旅行も不参加であった。自分が空襲の中で，命拾いしたことを恨めしく思うようになった。中学校は２キロほど遠くになって，通学が困難になり，ほとんど行くことはできなかった。

（３）母との別離

　疎開地では，原告安野の母は，道具や着物を金に換えて，原告安野を養ったが，いよいよそれも限界に達した。母は，原告安野を疎開地に残し，大阪で仕事をする途を選び，原告安野は母と別々に暮らすことを強いられた。別れ際に，母は，「仕事を見つけて，住まいが定まったら，大阪に呼ぶから」と言ったが，原告安野は，母が呼んでくれるその時を待つことが出来ず，中学校の卒業も待たずに，母の住む大阪に行った。大阪に移ってからは経済的にも，身体的にも，中学校には行くことはできなかった。

　　（４）義足を付けて洋裁学校へ
しばらくして，原告安野は，母の勧めで，洋裁を習い始めた。松葉杖をついて外へ出て，偏見の眼差しに傷つくのも怖かった原告安野は，偏見や差別を避けて青春時代は戦災傷害を隠して，家の中で洋裁に取り組んで生きてきた。１７歳の時，洋裁学校に行くことになり，学校に行くために，嫌な義足もつけるようになった。ただ，義足を隠していても，雨の日は，よく人前で滑って転び，哀しい思いを何度もした。

「戦争さえ無かったら，こんなつらい目に遭うことも無いのに，なぜ戦争に反対しなかったの」と１０代のころ，原告安野は，よく母に言った。母は，「気がつくと戦争は始まっていた」と答えたが，納得はできなかった。

４　まとめ

　　　　このように，原告安野は，空襲により，自らの左足・弟・住む家を喪失するという被害を受け，その後の社会生活においても，平和憲法の下で，生まれ育った者には計り知ることのできない苦労・困難を強いられたのである。

原告安野の受けた損害は，空襲被害者でなければ体験し得ない同時的かつ複合的な被害であり，個々の不法行為あるいは犯罪行為による個別的被害の集積とは比較にならない重大な被害である。
　　
第２　原告小林栄子（原告番号３）の被害
１　空襲前の状況
　　原告小林は，１９３３（昭和８）年３月３０日，大阪で生まれた。
　　　空襲当時の原告の家族は，原告小林と，父辰二６５歳，母友栄（４５歳），兄健吉（１９歳），弟敏男（８歳）弟悦男（２歳）の５人であった。父は，空襲当時岩手におり，造船所に勤めて一家の生計を立てており，その他の家族は大阪市都島区に住んでいた。空襲当時の原告小林は１２歳で，女学校に入学してまだ２カ月というときであった。
２　空襲時の恐怖体験
原告小林は，１９４５（昭和２０）年６月７日に大阪市都島区一帯を襲った大空襲により右足を負傷した。
原告小林は家にいたが，午前１１時頃の空襲警報を聞いて防空頭巾をかぶって避難の準備をしていると，突然，焼夷弾が落下する「ドカーン」という音が鳴り響いたので家を飛び出した。
家を出ると周りは炎と煙に包まれており，原告小林は，先ほどまで一緒にいた母や弟とはぐれてしまい，一人で避難せざるをえなかった。原告小林は，持ち出した座布団を防火用水に浸け，頭にかぶって避難した。
　　　原告小林は，近くで焼夷弾の落下音がしたので，とっさに角の家に飛び込み，座布団を被りしゃがみ込んだ。しかし，焼夷弾の破片が原告小林の右足に直撃し，原告小林の足はザクロの様にハゼ割れでしまった。原告小林の足はブラブラした状態となり，走ることはとても不可能な状況となった。原告小林は，右足を右手で抱え，這いつくばって道一つ隔てた向こう側にある防空壕に転がりこんだ。自分一人では逃げることもできず，まさに生死の境目に追い込まれたのである。
　　　しかし，原告小林は，通りすがりの人になんとか助けられ命からがら防空壕の中で一命を取りとめることができた。ただ，原告小林の右足の流血は止まらず小学校の応急手当所に搬送され，その後，担架に乗せられたままトラックに積まれて病院へと搬送されたが，運転中のトラックの振動で，原告小林は痛みに襲われ悲鳴を上げていた。
原告は，すぐに近くの病院で右足に入り込んだ焼夷弾の破片を除去する手術を受けることとなった。麻酔薬は無く，原告小林はあまりの痛みに大声で泣きわめき暴れたが，大人４人程に押さえつけられて手術を受けた。原告小林は，手術の途中，あまりの痛みに気を失ってしまうほどであったが，結局，焼夷弾の破片は完全に除去することはできなかった。原告は，手術後もあまりの足の痛さに食事をとることもできなかった。
４日間ほど入院すると，家族と再会することができた。一家は父の居る岩手県に行こうとしたが，原告小林の足は，膝の皿が粉々に割れ足の骨も折れていたので，とても行くことができず病院に入院せざるを得なかった。
　２　戦後の苦労
（１）困窮した生活と元に戻らなかった右足
原告小林は，戦後もしばらく入院し，祖母が原告小林の面倒を見た。しかし，病院食もなければ，祖母には手持ちのお金も無かったため，淀川の土手で祖母が摘んできた草を食べ，二人でなんとか飢えをしのいでいるような状況が続いた。
　　　　原告小林は，しばらくして退院した後，４畳半１間のアパートで祖母と二人で生活をした。原告小林は，通院を続けなければならなかったが，困窮した生活が続き，通院費用がなくなり通院することができなくなった。原告小林は，家でガーゼやボロ雑巾を洗って日に当てて乾かし，傷の手当てに使うこと等しかできなかったので，傷口の膿が止まらなくなるなど，右足の症状は悪くなるばかりであった。やがて，このままでは足を切断しなくてはならないというほどに症状は悪化した。
原告小林は，足の切断を回避するため，焼夷弾の破片を除去する手術や足を真っすぐにする手術など，負傷後約１５年の間に４度の手術を受け，のべ４年以上もの入院を余儀なくされたのである。その間，原告小林は，肉体的な痛みだけでなく，学校にも通えない，自由に歩くことすらできない苦痛にも耐えなければならなかったのである。また，治療費を捻出するため，家族ともども極めて貧しい生活を強いられた。
結局，原告小林の足は切断を免れ最終的には真っすぐになったが，膝が曲がらない状態のままであり，歩行時には右足を引きずらなくてはならない後遺症が残ることとなった。家の近所でも，職場でも，原告小林は常に人目を気にしながら生活せざるを得なかったのである。
原告小林の右足は，自由に走り回ることのできた空襲前の状態に戻ることはなかったのである。
（２）過酷な生活が続いたこと

原告小林は，足の負傷で大量に出血し，その後も満足な治療を受けることもできず，ほとんど栄養のあるものを食べることができなかったので，絶えず貧血気味で，微熱が続き，体調がすぐれない日々が続いた。病院で結核と診断されたこともあった。幼少時代のこのような生活が続いたせいか，原告小林は現在もずっと体が弱い体質に悩まされ続けたのである。
原告小林は，３０歳をすぎて洋裁の仕事をしたりしたが，長時間の洋裁の仕事も耐えられない状態であり，洋裁の仕事はあきらめざるを得なかった。また，結婚して子供を出産することができたが，体が弱く，足も不自由であったため，その他の仕事もなかなか就くことができず，非常に困窮した生活が続いた。
それでも原告小林は，生活や子供の養育費のことを考え，懸命に仕事をした。体質が弱いためよく下痢をして梅干とお粥を食べながら，とにかく懸命に働いたが，足が不自由であるためどうしても職種も制限され，仕事にも限界があった。得られる収入は少なく，原告小林は子供に自転車を買ってあげることすらできない生活であった。
３　まとめ
原告小林は，空襲で右足を負傷し，以来何度も入院，通院，手術を繰り返し，しかしついに右足が元に戻ることはなかった。焼夷弾により右足の肉が裂けてしまったことや，麻酔薬なしに受けた手術など，原告小林が受けた肉体的な痛み，苦痛は想像を絶するものであろう。
そして，原告小林は，右足に障害が残ったことにより，就ける職業が極めて限られてしまい戦後も苦しい生活苦を余儀なくされてしまった。また，右足の負傷により多量の出血をし，満足な治療，栄養が与えられなかった生活が続いたことは，現在もなお原告小林を苦しめる体質の弱さを招いたのである。このように，原告小林の被った損害は，肉体的にも，精神的にも極めて甚大であり，その被害が空襲後の人生を大きく狂わしたという意味では，損害が戦後継続して発生し続けているといえるのであり，今もなお消えることなく発生し続けているのである。このような原告小林の損害は，まさに戦後立法によって一刻も早く回復されなければならない損害である。

第３　原告小見山重吉（原告番号４）の被害

  １　空襲前の状況
原告小見山重吉は，１９３１（昭和６）年３月４日，父周一，母敏江の次男として生まれた。同原告の兄妹としては，兄保一，姉妙子，妹ツネの三人がいる。

    　１９４５（昭和２０）年当時，同原告の家は大阪市西成区橘３丁目９番２１号にあり，父は鉄工所を経営し母は助産婦をしていた。

  　　１９４１（昭和１６）年１２月６日，太平洋戦争が始まったとき，同原告は小学校４年生，１０歳であったが，戦争が始まって間もないころは威勢のいい勝ち戦のニュースばかりで，大人に混じって，自分も強くなったようでうれしく思っていた。

    　同原告は，１９４４（昭和１９）年３月に当時の国民学校を卒業した。戦争が激しくなって，食料も衣料も配給制になり，母は暗い電灯の下でいつも家族の衣類を繕っていた。各家庭で防空壕を掘るように命じられ，家の中と空地に壕を堀り，空襲警報が発令されるとみんな大急ぎでその中に逃げ込んだ。その時間が長くなることを考えて，ご飯やお茶，貴重品を持ち込み，じめじめしてかびくさい壕の中で小さくなって肩を寄せ合い，息を潜めて，ラジオのニュースに耳をそばだてていた記憶がある。

  ２　空襲時の恐怖体験

同原告の父は鉄工所を経営しており，父母・兄妹４人の６人家族であったが，妹ツネだけは年少であったので岡山の親戚のところに縁故疎開していた。１９４５（昭和２０）年３月１４日，午前０時ころに大阪に空襲警報が発令された。それはいつになく大がかりなもので，同原告一家も急いで身支度をして，家族５人が自宅兼工場の中に掘った防空壕に避難した。　空襲は午前２時ころになっていよいよ激しくなり，とうとう同原告方にも焼夷弾が落ちた。しかも，そのうち何発かは，建物を突き破って同原告たちが避難していた防空壕を直撃した。そのため壕の中はたちまち灼熱地獄となり，高熱の猛火が家族を襲った。

冬服を着て防空ずきんをかぶり，マスク，手袋を着けていた原告一家５人全員が全身火だるまとなった。必死で服やずきんの火を払いのけても，焼夷弾の火はねっとりとへばりついて，なかなか消えなかった。５人ともあわてて壕の外に出て火のついたマスクや手袋を脱ぎ捨てたが，同原告は顔と両手にすでに重いやけどを負ってしまった。一家５人とも同じようにやけどを負ったが，特に同原告の母は，自分も火だるまになりながら，先に同原告の火を消そうとして，顔と両手に一番重いやけどを負った。結局，父・母と同原告が顔と両手に重度のやけどを，兄が耳に，姉が左手にそれぞれやけどを負った。
当時の報道では，「威力なき焼夷弾」（甲Ａ４２号証の２）とか，「（焼夷弾が）顔や手についたら衣類で拭え」（甲Ａ５３号証）などと焼夷弾の威力が過小評価されていたが，まったくの虚偽であった。

この空襲で，同原告の家も工場もほとんど焼け落ちた。３月１４日朝になってみると，近くの家々はみな同様に全焼または半焼で，まだ煙が立ち上っていた。焦げくさいにおいが一面に立ちこめ，同原告一家同様に負傷した人々が地域の赤十字救援隊に向かって歩いていた。

  　　同原告も救援隊で応急の措置を受けて，すぐに病院数カ所を回ったが，どこの病院も満杯で入院はさせてもらえなかった。

    　家も焼けており，しかたなく，３月１５日に親戚の女医さんを頼って汽車で岡山まで行き，そこで手当を受けた。父母と兄・姉はしばらくして大阪に帰ったが，同原告はやけどがひどく，その後数ヶ月岡山に留まった。

  ３　戦後の苦労

戦争が終わって，翌１９４６（昭和２１）年２月２日に同原告の父が急死した。空襲で焼け出されるまで，父が鉄工所を経営し，母が助産婦をしていたが，母は空襲のときのやけどで両手の機能を失っており，もう助産婦の仕事ができなくなっていた。父が亡くなった後，同原告一家には全く収入の途が途絶えてしまい，同原告としては，学校をやめて働くしかないと決心せざるを得なかった。しかし，どこへ就職面接に行っても赤くひきつったケロイドの顔と，醜く曲がった不自由な両手のため採用してくれるところがなく，思いあまって，西成区役所にお金を借りに行ったことがあった。まだ十五歳の同原告に，区役所がお金を貸してくれることはなく，そのかわり道路工夫の募集を紹介され，道路工夫にやっと採用された。しかし，この仕事でも，指の関節が不自由なことから，もたもたして口汚く罵られることもたびたびであった。

  　　仕事に行く途中でも顔のケロイドが人目につき，「猿が来た，猿が来た。」とばかにされたり，冷たい目で見られたり悔しいことばかりの毎日であった。母にその苦しさを訴えたときに，母は「腕を磨いて，人を見返しなさい。」と励まされ，それ以来ののしりも聞かず，冷たい目も気にせず，ただひたすら働いてきた。

  　　１９４９（昭和２４）年になって，ようやく手術を受けるだけのお金が貯まり，原告は阪大病院でその後何年もかけて４回手術を受けた。その結果，右手の機能は完全に回復したが，左手の方は，親指・薬指・小指の三本が伸びないままであった。顔のケロイドも少しはましになったが，口は３分の１しか開かなかった。

    　不自由ながら，指を動かせるようになって，同原告は，兄といっしょに，空襲で焼け落ちた父の工場の跡地にトタン板で囲んだ工場を復旧し，使えそうな機械を修理してぼつぼつ仕事を受けるようになった。はじめは，父の時代からのお得意様から，多少の仕事を回してもらったが，生活が苦しく，新しい仕事を求めてあちこちの会社を回って営業活動をした。初めての会社では，同原告のケロイドにひきつる顔と不自由な手とまだ年が若いのを見て，仕事をくれることはなかったが，何度も訪問を繰り返す内に誠意が通じ，少しずつ仕事を発注されるようになった。
　４　まとめ
    　同原告は、顔面醜状と左手に機能不全を残す障害者である。仮に、軍人軍属など、援護法の適用を受ける立場であれば、当然救済がなされているところであるが、同原告には何の補償もない。

　現在、同原告は，２００７（平成１９）年に脳梗塞を発症して以来，入退院を繰り返しているが、自身の体験の記憶は、決して薄れることはない。同原告にとって勉強したくてもできない，おなかが空いても食べ物がない，服が破れてもつくろう布さえない，夜は灯もつけられない，レジャーなど思いもよらないし，全てに耐えても命の保証さえなかった時代，夫や父親を亡くした不幸な家庭，戦争で病気や障害を負った人々，家を焼かれて道ばたで寝る人々，家族を亡くした戦災孤児がいた戦争の時代があったことと人々の姿を忘れることなど出来ないのである。
    　これは、原告小見山の被害が、同原告の人生全般にダメージを与えるきわめて広汎な包括的被害であったことを示している。

第４　原告谷口佳津枝（原告番号７）の被害　
１　空襲前の状況
　　　原告谷口佳津枝は，１９３８（昭和１３）年１月２６日に生まれ，大阪市南区高津三番町に居住していた。１９４５（昭和２０）年３月１３日の大阪大空襲当時は，すでに父が病死していたので，母，兄２人，姉２人と原告との６人家族であった。母と長兄は，亡父の営んでいた印刷業を引き継いで細々と生計を立てていたが，１９４４（昭和１９）年に軍部から印刷機の供出を命じられて家業を失った以降は，母も長兄も働きに出ていた。２人の姉は学童疎開に出ていたが，長姉は小学６年の修了により１９４５（昭和２０）年３月上旬に自宅へ戻っていた。
　　　戦時中であり物資も食糧も乏しいなかであったが，空襲を受けるまでは母の愛情も受けて家族生活を送ることができた。
　　　ところが，次に述べる大阪大空襲により母と兄を亡くしてしまい，その後は戦災孤児として生きていくことになった。また，自宅も家財もすべて一挙に失うという甚大な被害を受けた。
２　空襲時の恐怖体験
（１）母は，「家を守らないといけない」という理由で避難しなかった
　　　　１９４５（昭和２０）年３月１３日の夜，就寝していた原告谷口は空襲警報に起こされた。上空から，米軍機の爆音とともに，焼夷弾が落ちて破裂する音も聞こえてきた。焦げた臭いもしてきた。
　　　　目を覚ました原告谷口に，母は，「保護者は家を守って，子どもと老人だけは避難するようにと言われてるから…。」と言い，原告谷口と姉の２人だけで逃げるよう言い聞かせた。原告谷口は，このときの母の優しい口調を忘れることができないという。
　　　　家の前の道では，大勢の大人たちが大声で叫びながら走って避難をしていた。姉は原告谷口手を握って，「絶対，手を離したらあかんよ。」と言い，玄関から歩きはじめた。
　　　家を出て１０メートルほど進んで振り返った時，まだ母は玄関の前にいて，原告ら姉妹を見送っていた。これが，原告谷口が見た母の最後の姿となった。
　　　当時わずか７歳の原告谷口と１２歳の姉は，たった２人で，母と離れ離れになって，猛火がおそいかかる大火災のなかを逃避行することを余儀なくされた。
　　　後で述べるとおり，母は空襲下で自宅から逃げることなく死亡している。これは，被告国が国民に対して空襲時の退去を禁止し（防空法８条の３），応急消火義務を課したためである（同法８条の７）。原告谷口および姉は国民学校の児童であるため退去禁止の例外（防空法施行令７条の２）に該当するため避難できたのである（原告ら第１準備書面２７～２８頁）。

（２）逃げることが許されなかったので，「避難場所」も存在しなかった。
　　　姉との避難は，行くあてもなく，とにかく周囲の人の流れについていったり，少しでも火の隙間がありそうなところを進んでいくというものであった。
　　　現在ならば，地震や火災に備えて，安全に逃げるための「避難訓練」が行われたり，「避難場所」が指定されていたりするが，当時はそのようなものはなかった。むしろ，防空法制のもとで「空襲時は（子どもと老人以外は）逃げるな。避難ではなく，火に飛び込んで消火活動をしろ。」と義務付けられていたので，「逃げる訓練」とか「逃げる場所」などは存在しなかったのである。
　　　　原告谷口は，焼夷弾が花火のように炸裂してバラバラと落下し，道路一面が火の海となったのを間近で直視したり，火薬の臭いと青白い煙が充満して呼吸ができなくなるなど，幾度も死の恐怖を覚えた。周りには怪我や火傷をした人，煙で目や咽喉を痛めた人たちが，苦しみ悶えていた。悲鳴と怒声，恐怖で泣き叫ぶ子どもの声，そしてＢ２９の爆音がうず巻いていた。
　　原告谷口ら姉妹は，恐怖に怯えながら何時間も歩き続けた後，大阪市立大江小学校に逃げ込んだ。屋根も床も焼け落ちたばかりの校舎に，多数の被災者が詰めかけていた。
３　空襲直後の避難生活
　　　小学校には，家を失った被災者が大量に集まっていた。あまりに人が多いので，夜に足を伸ばして寝ることもできず，子ども用の椅子を車座に並べて，膝に毛布をかけてもらって，座ったまま寝るという状態であった。食事は，朝に数個の乾パンと水を配給され，空襲３日後におにぎりが配られた程度であった。
　　　屋根が焼け落ちているので，雨が降ると身体が濡れてしまい，寒さと飢えに震えながら耐えるしかなかった。原告谷口の靴は，すでに半分以上底がなくなっていた。着替えをすることもできなかった。風呂にも入れないので，頭や身体じゅうにシラミが湧いた。
　　　不安と淋しさで泣きたい気持ちを我慢しながら，原告谷口は母が迎えに来てくれるのを待ち続けた。
４　母の遺体との対面
　　　空襲の約１０日後，消防団員が「お母さんの遺体かどうか，確認してほしい」と言いに来たので，原告谷口は自宅に近くの大阪市立高津小学校にある遺体置き場に言った。
　　　この小学校も空襲で全焼し，廃墟の中に大量の遺体が並べられていた。
　　　原告谷口は，とても正視できない地獄の光景だったと述懐している。
　　　母の遺体は，見慣れたモンペをはき，火傷もなくきれいな遺体であった。顔だけが少し潰れていた。その横には，長兄の遺体も並んでいた。長兄も損傷のないきれいな遺体で，名前が書かれた鉄カブトも並べられていた。火傷がないので，２人とも窒息死だったと思われる。
　　　あまりのむごさに原告谷口は言葉を失い，無言のまま母と兄の遺体を見ていた。しばらくして，我に返ったように膝がガクガクと震えだし，思わず「怖い！」と叫んで，出口のほうに走っていった。当時７歳の少女であった原告谷口にとって，空襲の恐怖体験の後で，母と兄の遺体に向き合うことは耐えられないほど衝撃の体験だった。
　　　原告谷口は，母の形見として歯だけをもらった。母と兄の葬式をあげることもできなかった。その理由は，あまりに空襲犠牲者が多いので葬儀業者に依頼をすることもできず，家と財産を失ったので葬儀費用も工面できなかったからである。遺体置き場にあった大量の遺体は，身元が判明しても家族に引き取られることはなく，一括して焼却処分されたようである。
　　　原告谷口（およびその家族）には，母と兄の遺骨もなく，どのように埋葬されたかも分からないままである。
５　戦後の苦労
　空襲後，原告谷口と姉は，空襲で自宅を失った伯母夫婦ともに，大阪市内の空き家で雨をしのいだ後，広島県福山市にある母の実家に居候をすることになった。もともと裕福ではないところへ，大阪から伯母の子ども（３人）を含む合計６人が押しかけてきたので，食事にも困る状態であった。そのため，ほどなく姉は，福山市の別の親戚宅の養子に取られていった。当時８歳だった原告谷口は，空襲のとき自分の手を引っ張って守ってくれた姉と離れ離れになることが不安で悲しかった。
　　　原告谷口は，母と兄を一挙に失って孤児になった悲しみ，さらには姉とも離れ離れになった悲しみを思い出さないようにしながら，幼少時を過ごした。その後も，親の監護を受けることなく自力で手に職を付けて必死の努力を重ねてきた。
６　まとめ

　　　原告谷口の受けた損害は，母と兄を同時に失い，しかも自宅も財産も一挙に失うというものである。これは，空襲被害者でなければ体験し得ない同時的かつ複合的な被害であり，個々の不法行為あるいは犯罪行為による個別的被害の集積とは比較にならない重大な被害である。恩給法や戦傷病者援護法による援護措置を受けている種々の戦争被害者の諸類型と比較しても，決して軽微な損害ではないどころか，極めて重大な被害を受けた者としてまず先んじて援護をすべき対象というべきである。
　
第５　原告中本清子（原告番号８）の被害　
１　空襲前の状況――防空・防火訓練の記憶　　　　　　　　　　　　　
原告中本清子が，１９４５（昭和２０）年６月７日の大空襲に遭ったのは６歳であり，それ以前の地域のことに関しては断片的な記憶しか残っていない。僅かに残っている記憶では自宅の前で防空壕を大人達が一生懸命につくっていたこと，あるいは，近所の人たちが，叩きのようなもので鎮火の訓練をしていたこと，それと朝早くに隣近所の人と一生に体操をしていたことなどである。
２　空襲時の恐怖体験
原告中本は，１９４５（昭和２０）年６月７日，大阪市都島区中宮町（現内代）の自宅で空襲に遭っている。当時原告中本は６歳，国民学校１年生であった。その日の朝，早くから「空襲警報」のサイレンが鳴り響いていた。班長の「空襲警報発令，皆さん早く避難して下さい」の声に，原告中本と母は大急ぎで「防空ずきん」をかぶって，位牌を手に防空壕に急いだ。　
当時，原告中本は母（３２歳）と長女の姉（１５歳），母の妹（２５歳，電話局勤務）と一緒に女ばかり４人で住んでいた。明治４１年生まれの父（当時３７歳）は「お国に一命を捧げる」といって入隊しており，三女の姉（９歳）は学童疎開で石川県のお寺にいた。
原告中本と母は防空壕に入ったのであるが，そのうち，凄い爆撃音が響き近所の家々が燃え始めると防空壕の中も熱くなってきたので，皆，外へ出始めた。外は一面，黒煙と炎で，阿鼻叫喚の巷と化していた。「ヒルルーン」「ヒルルーン」「ボカン」という爆発音が周りで炸裂する中，原告中本と母は頭から布団をかぶって，位牌を抱きしめて「なんまんだぶつ，なんまんだぶつ」と唇の色もなく唱えていたことを今でもはっきりと覚えている。
幸い原告中本と母２人とも無事ではあったが，この大空襲で，家はもちろん，箸一膳に至るまで家財道具も全て焼失してしまった。
もし，「すぐ消火活動できるよう防空壕で待避せよ」という危険な指導（原告ら第１準備書面３５～３８頁）ではなく，「空襲警報が発令されたら直ちに身支度をして安全な場所に避難せよ」という指導がなされていたら，貴重品を身に着けて早期に逃げ出すことができた可能性がある。しかし，そのような「逃げる準備」は全く許されていなかったのである（原告ら第１準備書面３９頁）。
３　空襲後強いられた深刻な生活苦の連続（母の病死・父の自死，一家離散と長期間の離別）
　　　この日の大空襲を境に，原告中本の生活は激変することとなる。原告中本の母は焼け残った家を借りて暮らしを立て直そうとしたが，働くところも全くなかった。原告中本の父は出征後生死も定かではなかった。三女の姉も疎開から帰り，母子４人暗澹たる気持ちで日を送っていたが，結局父の兄が四国の愛媛県宇和島に住んでいるのでそこを頼る事になった（６月の空襲直後）。そこでの生活も食べるものがなく，生活していけるだけの収入も仕事もないため，すぐに別の親戚を頼って岩手に移ることになった。しかし岩手でもまともに生活はできず，短期間で再び大阪に戻り，さらにその直後山口にと，親戚宅を転々とした（これらは全て１９４５《昭和２０》年中のことである）。
原告中本らが大阪から山口に移転した後に，行方不明になっていた父が復員して来たが（１９４５《昭和２０》年中），入隊前は温厚な人柄だった父であるが，戦争で人格が全く変わってしまっており，軍隊経験と敗戦のショックから，酒を飲むようになり，精神的に病んでいた。夜中に突然「ただいま帰還しました！」と軍隊用語で，大声で叫ぶこともしばしばで，まともに働けず，アルコール中毒になっていまっていた（その後父は，１９４６《昭和２１》年になり神戸に働きに出ると言い残し家を出てしまう）。
このような経過で山口に移り住んだ原告中本ら家族であるが，生活するだけの収入もなく，仕方なく原告中本の母はこども達を親戚に預け，一人で女中奉公に大阪に出て行った（１９４６《昭和２１》年若しくは１９４７《２２年》頃）。大阪で原告の母は朝から夜まで懸命に働き続けたのであるが，結局働きすぎて，１９５０（昭和２５）年に，体（肝臓）を悪くして山口に帰って来ることとなり，それから１０ヶ月ほどして３８歳の若さで死亡してしまった（１９５１《昭和２６》年３月）。明らかに栄養失調と過労が原因であった。原告中本がまだ小学５年の冬であった（当時原告中本は１２歳）。
母の死後，残された原告らは，一時的に神戸の父のもとで暮らしたが，精神的に病んでいた父のもとでは生活できず，結局父のもとから逃げるように各自バラバラになってしまい原告の姉達の行方も全くわからなくなってしまった。仕方なく原告は叔父の養女にしてもらった。
それから長い年月が経過し，原告はやっとのことで，当時神戸のコーヒー屋さんで，住み込みで暮らしていた三女の姉と再会することが出来た。１９６５（昭和４０年）のことである。長女の姉とはその後も音信不通状態が続いた。やっとのことで名古屋にいると消息がわかり再会できたのは１９７５（昭和５０）年のことであった。廃人同様になってしまった原告中本の父は結局１９６３（昭和３８年）４月に死亡していた。大阪府内の山中で自殺していた父のことを原告中本が知ったのは，長女の姉と再会した直後の１９７５（昭和５０）年頃のことである。
４　まとめ
原告中本の空襲後の人生を振り返るとき，空襲被害の甚大性，非人道性，無慈悲性を痛感せざるを得ない。
同原告の受けた被害は、空襲のあった日に一度発生した等というようなものではなく、人生全般を破壊する広汎な権利侵害であったことが如実に表れている。

第６　原告濵田榮次郎（原告番号９）の被害　

１　空襲前の状況
原告濵田榮次郎は，１９２９（昭和４）年１０月に生まれ，１９４５（昭和２０）年３月１３日から１４日にかけての最初の大阪大空襲で被災した。当時，原告濵田は１５歳で，旧制中学の３年生であった。

２　空襲時の恐怖体験

原告濵田が空襲で被災した状況は以下のごとくである。

（１）原告濵田は，１９４５（昭和２０）年３月１３日の夜９時ころ，いったん床についたが，「榮次郎，今晩の空襲は大きいらしいとラジオで言ってるよ！」という母の声で目を覚ました。

　　　　家族（母と妹）は既に家の前に掘られた簡素な防空壕に入ってい

たので，原告濵田も防空壕に入ろうとしたところ，すぐそばを焼夷

弾が直撃し，間一髪のところで焼死を免れた。

しかし，防空壕に飛び込んだ瞬間，原告濵田は気を失い，気がつ

いたときには，体のあちこちにひどい火傷ができており，特に，右半身がひどい状態であった。右手の皮膚はべろんと垂れ下がり，その垂れ下がった皮膚に砂がべっとりとついていた。

　　　原告濵田の体は，顔，両手，両足と，服から露出していたところ

はほとんど全部火傷を負っている状態であった。

　　　こうして，原告濵田は，空襲によって取り返しのつかない傷を心身に負うことになった。

（２）ようやくたどり着いた病院では，電気が消えたまま，懐中電灯と

ローソクの明かりの下で応急措置を受けた。応急措置と言っても，
薬も赤チンくらいしかなかったため，火傷の部分全体に赤チンを塗

り，リバノール液に浸したガーゼを載せただけの処置であった。

そして，そのガーゼの上から全身包帯ぐるぐる巻きにされ，目と

口だけ穴を開けた状態でそのまま入院となった。

　　　翌日になると，目が腫れてきて，さらに顔全体も大きく腫れ上が

り，数日間，目が全く見えない状態になった。

　　　その後の処置も，リバノールに浸したガーゼを取り替えるだけの

処置が毎日続いたが，取り替えるたびに血が出て，その都度痛みを

覚えた。

　　　　その後，入院から１０日くらい経ったころ，奈良の病院へ移ることになったが，自力で動ける状態ではなかった原告濵田にとっては，その移動がまた大変であった。原告濵田の体は，小型トラックの荷台に布団を敷き，その上に横たえられた状態で，友人らに運ばれた。電車に乗ってからは，電車の床にそのまま布団を敷き，原告濵田の体はその上に横たえられて，目的地の駅までそのまま移動した。駅をおりてから病院までは，友人に背負ってもらって行った。友人に背負われての移動は思うように呼吸ができず，非常に苦しかったことを，原告濵田は今でもよく記憶している。

（３）移った先の奈良の病院で終戦を迎えた原告濵田は，その後もしばらくの間，同様の治療，すなわち赤チンをつけるだけで，あとはガーゼと包帯を交換するのみ，という状態が続いた。ときには傷口からウジがわいてくることもあった。

何度か大腿部からの植皮手術も受けたが，全て失敗であった。このときのことを原告濵田は，「麻酔がないので，痛い目をしただけで損をしたような気持ちでした」と述べている。

　　　　約９ヶ月間の入院生活の後，１９４５（昭和２０）年の１１月，原告濵田はようやく退院するが，このとき，周囲からは「おまえ，えらい顔になったなあ」と言われた。

（４）退院してから２～３年くらい経ち，原告濵田が１８歳か１９歳の

ころ，新しい方法で改めて右手の植皮手術を行うことになった。

　　　　新しい方法とは，右腹部に２箇所メスを入れて腹の皮膚の一部を

浮き上がらせ，ブリッジのようにして，その浮き上がったところに

右手首を指し込み，そのまま腹の皮を右手首に移植する，というも

のであった。

　　　　この手術自体は一応成功したものの，原告濵田の右手の指先は今

でもずっと曲がったままであり，懸命にリハビリしても，結局右手

が元通りに動くことはなかった。

　３　戦後強いられた経済的困難

このように，空襲によって回復しようのない被害を被った原告濵田であるが，同人の被った被害は，空襲による直接の被害だけではなかった。その後の人生における度重なる苦労もまた，原告濵田が被った深刻な被害であった。

　　　戦後から現在に至る原告濵田の幾多の経済的な困難は，以下のごとくである。

（１）原告濵田は，植皮手術を受けて退院した後は，家業の麻袋の回収や修理を手伝っていたが，父母が相次いで他界し，また麻袋の回収・修理自体が次第に斜陽産業となって，将来の見通しが立たなくなった。

そこで原告濵田は，自力で生きていく道を見つけるため，３２歳のときに普通自動車免許を取得し，さらにその数年後には２種免許を取得して，家業を細々と続けながら，タクシー運転手として働き始めた。

　しかし，子育てをしていくには十分な収入とは言えなかったため，
原告濵田はさらに大型免許を取得した。しかし，大型免許があって

もすぐに就職できるわけではなく，障害者となった原告濵田はなか

なか雇ってもらえなかった。

　そこで，自分で大型トラックを購入して運送の仕事を始めたが，
これもうまくいかず，数年後にはせっかく購入した大型トラックも

人手に渡ってしまい，廃業せざるを得なくなった。

（２）追い詰められた原告濵田は，生計を維持するため，やむなく八尾の自宅を売却し，その売却代金を利用し，小さな店舗付き住宅を大阪市平野区に購入し，パン屋の営業を始めた。しかし，パン屋の収入もなかなか安定しなかった。

パン屋を開業してから３年後，原告濵田の次女が高校を卒業する

年齢となったが，十分な安定収入がなかったため，次女を大学へ行かせることができなかった。このことについて原告濵田は，「親である私にとって痛恨の極みでした」と述べている。

４　戦後強いられた精神的苦痛

原告濵田は，戦後現在まで，このような経済的苦労だけでなく，精神的にも，大変辛い思いをしてきた。

（１）戦後６０年以上もの間，原告濵田は人が多数集まるところに出る　のがずっと苦手であった。

電車に乗ったときは，人から好奇の目で見られるのがいやで，右手を隠して乗っていた。座席に座っているときも，右手を膝に乗せることができなかった。膝に手を乗せて座ると，向かいの座席の人から原告濵田の右手が丸見えになり，たちまちその人が驚いたような表情をするためである。原告濵田はしばしば，他の乗客から，自分の顔と手を交互に見比べて，「いったいこの人はどうしたんだろう」という表情をされたことがある。

また，２～３人のグループで電車に乗ってきて，原告濵田の方をちらちらと見ながらひそひそ話をする，ということもよくあった。

このように周囲から好奇の目で見られることは，原告濵田にとってたまらないほど辛いことであった。戦後現在に至るまでずっと，このようなことが繰り返されてきたのである。

原告濵田は，「まるで自分が世間のさらし者になっているような思いをずっと抱き続けて，私はこれまでの人生を生きてきました」と述べている。

　　　そのため，原告濵田は，外を歩くときはいつも右手をポケットに入れるか，あるいは持ち物で右手を隠すようにしていた。

また，できるだけ人前では字を書かないようにしていた。

　（２）今でも冬になると，原告濵田の右手の甲の傷跡にひび割れのような傷ができ，痛みが生じる。そのたびに，原告濵田は，皮膚科でもらった油薬を塗って，何とか痛みをしのいでいる状態である。

　　　　また，原告濵田が今でも困難を覚えるのは，他人と握手すること

である。相手は普通右手を差し出すが，原告濵田の右手を見たとた

んに，ばつの悪そう顔をするのである。

このような気まずい思いをしないようにしようとして，原告濵田
は，手袋をして握手をしようとしたこともあった。しかし，それでは事情を知らない相手には失礼になるので，やめてしまうほかなかった。
　５　まとめ

　　　　このように，空襲によって原告濵田が受けた傷は，体にも，心にも，未だにずっと残ったままである。

　　　　その被害の実態は，単なる慰謝料にとどまらず，原告濵田の全人生，全生涯にわたるきわめて広汎かつ包括的な被害である。
第７　原告藤木雅也子（原告番号１０）の被害　
１　空襲前の状況

原告藤木は，１９３４（昭和９）年１１月１０日，大阪市内で，出生した。

空襲のあった１９４５年（昭和２０年）当時，原告藤木は，母トキ（４５歳），兄陽造（２６歳），姉陽子（２４歳），兄陽一（１６歳）と一緒に，大阪市浪速区蔵前町にある木造２階建ての自宅に居住していた。父は，原告藤木が４歳か，５歳の時，病のため他界し，一番上の兄が，父を継いで自転車屋を営んで，一家の生計を支えていた。空原告藤木は，当時１０歳で，精華国民学校４年生であった。
　　　原告藤木は，国民学校では，他の生徒と同様に，教師の指導に従って，毎朝，天皇陛下の写真の前で，礼をした。教師は，毎日のように原告藤木たちに，「帳面も鉛筆も天皇陛下からお借りしたものだから，大切に使うように」と指導した。ある日，教師が，原告藤木に「日本の国をどう思いますか」と質問したところ，原告藤木は，日の丸の旗を見て，「日の丸の旗はとてもきれいで，原告藤木は日本生まれて良かったと思います」と回答したという。そのように答えたのは，本当にそう思っていたからというよりは，そう答えなければ，バケツを持たされて校庭に立たされたから，と当時を振り返る。

また，原告藤木は，国民学校４年生の時，４年生から６年生までの全員が，運動場や校舎で，バケツリレーをさせられたこと，家では，母親が白い割烹着に，何かが書かれていたタスキを掛けて，竹槍をもって，隣組の人たちと訓練をしに出かけたこと，訓練場には，乳飲み子を抱えた女性がいたこと，を記憶している。兄については，消防訓練や，夜回りに駆り出されていたこと，「空襲があっても，逃げられへんからな」と言っていたこと，そして原告藤木自身も，救急訓練の際に，怪我人の役をさせられたことを記憶している。

かかる原告藤木の記憶は，国が天皇陛下を頂点とした国体を国民にたたき込んでいたこと，国民を強制的に総動員して戦時体制に駆り出していたこと，さらに都市住民に対しては空襲からの退避を禁止して，生命を犠牲にして危険な防空消火活動をするよう義務付けていたことを裏付けるものである。国民すべてが国家総動員法により戦争に巻き込まれていたが，それにとどまらず，都市住民は直接的に空襲による生命身体への危険に晒され，そこから逃げることが許されなかったのである。

　２　空襲時の恐怖体験

（１）３月１３日の空襲

１９４５（昭和２０）年３月１３日の夜，原告藤木は，いつものように，母，兄２人，姉と自宅で寝ていた。すると，母が，「飛行機がいっぱい来た。危ないから逃げよう。」と原告藤木を起こした。原告藤木らは，着の身着のままで，防空ずきんをかぶり，枕元に置いてあるリュックサックを手に取って，すぐに，家の外に出た。空は，炎で，オレンジ色に染まり，何かが落ちるような音や爆発音が聞こえていた。

　　原告藤木たち家族５人は，自宅のそばにあった金光教教会の地下室に逃げ込んだが，原告藤木は一人，息苦しくてついて行くことができず，はじき出されるようにして，外に出た。

　　　　地下室から外に出ると，近所の家々は炎に包まれ，路面には，焼夷弾の燃えた後の筒が，まるで，マッチ箱をひっくり返したように，無数に転がっていた。原告藤木が，行き場を失っていると，警防団員に，「戻ってはいけない。国民学校に避難しなさい。」と怒鳴りつけられた。

　　　　高架を走る南海線の電車の窓からは炎を吹き出し，市電は焼け，路面はアスファルトが溶けてゴボゴボしていた。原告藤木は，何もかもが焼け，昼間のように明るかった地獄のような街を一人で逃げ，ようやく，鉄筋コンクリート造りの精華国民学校に辿り着いた。水を飲もうと，水道の蛇口をひねったば，水は出てこない。やむなく，地面の窪みに溜まった水を這うようにして飲んだ。校舎の３階にある原告藤木の教室，４年イ組に入ると，原告藤木は，急に空腹を覚え，背負っていたリュックから，母の作ってくれた麦飯の弁当，冷たく，固くなっていた弁当を取り出した。教室の窓から御堂筋の銀杏並木が燃えるのを見て，子ども心に「これが最後のご飯やな」と死を覚悟したという。

（２）母，兄，姉の遺体との対面

　　翌日３月１４日，原告藤木は，自分を捜しに来てくれた隣組の女性に連れられて，大阪市東成区猪飼野西３丁目の叔母（母の妹テイ）の自宅に行った。その途中，原告藤木の自宅の辺りの人は，みんな死んだらしい，との話を聞かされた。原告藤木は，叔母に連れられ，自宅付近に行ったが，自宅は，全焼していた。遺体の安置してあるという日本橋国民学校に行ったところ，講堂の中にマグロのように並べられてあるすすで黒くなった数百もの遺体の中に，母，兄２人，姉の遺体が並べて，置かれてあることに気づいた。

　　　　原告藤木は，「やっぱり，死んでたなあ。」，「よくも，うまいこと欠けず並べてあるなぁ」と感情のないことを思っただけで，涙が出なかったという。叔母が，「あなたのお母ちゃんは，腹帯の中に何でも入れてはった」と言うので，母の遺体のお腹をさぐると血がにじんだ貯金通帳と簡易保険の証書が出てきた。原告藤木は，遺体をそのままにして帰り，叔母宅の玄関先に血のにおいのするその預金通帳を干した。

　　　　その後，遺体がどうなったかはわからず，原告藤木は，母の遺骨を受け取ることさえ出来ず，現在に至っている。

このように，原告藤木は，空襲で，母，兄二人，姉を亡くして，孤児になり，家も空襲で焼かれて，住むところも失った。

　　　　どの後，原告藤木は，叔母テイに引き取られた。叔母テイもまた，終戦の年に夫を病気で亡くして，収入はなく，国民学校６年の長男を頭に，３人の幼い子どもを抱えていたので，さらにもう一人子どもを引き取るというのは，大変なことであった。

原告藤木は，鶴橋国民学校５年に編入し，ほぼ，同時に奈良県生駒郡の天理教教会に集団疎開した。

３　戦後の苦労

（１）戦災孤児として，肩身の狭い思いをしたこと

　原告藤木にとっての本当の苦しみは，終戦になり，大阪に来てから始まった。食べるものがない時節に余計なものが来た，という感じで，肩身が狭く，集団疎開中は感じなかった，孤児になった寂しさも募り始めた。原告藤木にとって，親戚といえども余所の家で，世話になることは肩身が狭く，黙っていることが多くなり，だんだんと，口数が少なくなっていった。

　　　　生きるためには，まだ子どもの原告藤木も働かなければならなかった。叔母テイの娘朝子と空襲で壊滅した大阪の街に乳母車を持って出かけ，廃材を盗んで，転売したり，工場に忍び込んで古タイヤを盗んだりもした。そんな中，軍隊帰りの吉田から，片栗粉や出し昆布，かんぴょうを紙袋に小分けする内職をもらい，それを手伝って，一家は何とか生計を立てるようになった。着る物は，ララ（アジア救済連盟）物資である身体の大きさに合わないアメリカの子どもの古着を着ていた。

　（２）就学の機会を奪われたこと

１９４７年（昭和２２年），１３歳の原告藤木は，新制の中学校に進んだが，１学期だけで，「中退」した。叔母テイに，勉強に必要な文房具などの費用を出して欲しいと言うことがつらかったからである。このときから，原告藤木は，ペンを持つことはほとんどなくなり，無学のまま，人生を過ごすことになる。

　　　　学校に行くことを断念した原告藤木は，軍隊帰りの吉田がくれる乾物や片栗粉を小分けする内職を朝から晩までやり通した。仕事には慣れても，叔母の子ども達が，朝，カバンを提げて学校に行く姿を見たり，きょうだいが喧嘩をしたり，仲良く笑ったりしているのを一人見るたび，つらい思いをした。

　（３）自殺を考えるようになったこと

　　　学校に行かずに，家に一日中いることで，近所の人にも「あんたご飯食べてるの」とか，「どこに行くの」と詮索される度に，原告藤木は心を痛めた。近所の人に，「あんたは，生き残って，じゃまくさい」とあからさまに言われたこともあり，そんなときは，いつも，「あのとき，いっそお母さんと一緒に死んだらよかった」思い，次第に，生きていたくない，自殺したい，どうしたら死ねるのか，そればかりを考えるようになった。

原告藤木が１７，８歳の頃，「もう，死ぬしかない」と，本当に死ぬつもりで，一人，十三大橋の上に立ったが，通りかかりの若い女性に，「自殺はいけない。家に来なさい」と諭され，自殺を思いとどまったことがあった。あの女性の言葉がなければ，身を投げていたと思う，と原告藤木は言う。　ただ，人生に前向きになったわけではなく，常に大人たちの顔色をうかがい，めったにわらうことのない，うっとうしい，「物言わず」になっていった。

　　　　原告藤木が２０歳代になってからのこと，内職の仕事をくれる吉田から「旧軍人や遺族は，恩給を受け取れるようになった」と聞いて，憤りを感じた。戦争が終わってから約１０年，戦傷病者戦没者遺族等援護法が復活したものの空襲被災者には何の補償もなされなかったからである。

「銃後の女子供も守れんような弱い兵隊にはお金をどっさりやって，なんで空襲で死んだものは泣き寝入りなんや」，「今度，戦争が起きたら，誰もかも平等に殺して欲しい」，言葉には出さなかったが，それが，原告藤木の偽らざる気持ちであった。復興が進み，街が賑やかになっても，死んだ母たちを思うと，ちっとも喜ぶことはできなかったと原告藤木は言う。

４　まとめ

　　このように，原告藤木は，空襲により，母，兄２人，姉を一度の失うとともに，住む家をも失った。原告藤木は当時１０歳であったにもかかわらず，就学の機会を失い，食べるために必死に働かなくてはならなかった。戦災孤児としての自分の存在を疎ましく思うようになり，次第に自殺まで考えるようになった。

原告藤木の受けた損害は，空襲被害者でなければ体験し得ない同時的かつ複合的な被害であり，個々の不法行為あるいは犯罪行為による個別的被害の集積とは比較にならない重大な被害であることは誰の目から見ても明らかであろう。
　　
第８　原告森上召子（原告番号１２）の被害　
１　空襲前の状況
　原告森上召子は，１９３２（昭和７）年３月１４日，大阪に生まれた。
　　　原告森上召子の空襲当時の家族は，原告森上と，父嘉淋，母マウシ，長女フミ（２４歳），次女八重子（１９歳），三女キヨ（１４歳），弟嘉弘（９歳）の７人であった。原告森上は，当時国民学校６年生であった。一家は，大阪市今福に住んでいた。
　　　父は，製薬会社に勤めており，一家の生計を立てていた。
　２　空襲時の恐怖体験
（１）原告森上は，空襲により全身やけどを負った
　　　　原告森上は，１９４５（昭和２０）年６月７日，都島を襲った空襲に被災した。
　　　　その日は，原告森上は学校にいたが，空襲警報が鳴ったので大急ぎで家に帰り，近所の人達とともに川の方へと向かって避難した。原告森上は，川に架かった橋の下で避難していたが，目の前にあった工場の人達に呼ばれて，工場の中で避難することとした。
ところが，原告森上が工場に入ってすぐに工場に焼夷弾が落下した。焼夷弾の破片が原告の左足に直撃し，当時に原告森上は衝撃で吹き飛ばされたのであった。工場は一瞬にして燃え広がり，炎が原告森上のかぶった防空頭巾や衣服に燃え移り，原告森上は体中が燃えてひきちぎられそうになる熱，痛みに襲われた。原告森上は，文字通り生死の境をさまよいながら，煙と炎に包まれた工場を脱出し，目の前にある川の中に飛び込んだのであった。原告森上が川に飛び込むと，ジュワーという音とともに全身の炎が消え，川は，原告の血で赤く染まった。原告の体は，髪の毛が抜け落ち，両手は焼けただれてみかんの皮のようにくずれそうになっていたり，水ぶくれのようになっていたりして，全身大やけどの状態であった。
　　　　原告森上は，意識が朦朧とする中，助けを求めて岸へとあがった。しばらくすると，原告の父嘉淋が現れたが，原告森上を見ても全く気がつかず，父嘉淋は原告森上が声をかけてようやく娘の存在を認識できたのである。実の父親がその姿を見ても気がつかないほどに原告森上の姿は変わり果てており，それほどまでに原告森上の全身やけどの被害は甚大であり，悲惨であったのである。
　　　　原告森上は，その後病院に搬送され入院し，そのまま終戦を迎え，その後も数ヶ月間入院を余儀なくされた。原告森上は，当然，学校に行くことはできなくなってしまったのである。
病院では，ガーゼに消毒液をつけてピンセットで傷口にあてていたが，傷口は治ることはなく，その度に猛烈な痛みが原告森上を襲った。腐った傷口からはウジが湧き，一つ一つピンセットで駆除する日々が続いた。
　　　　そして，髪は抜け落ち，全身にやけどを負い，変わり果ててしまった自分の姿を見て，原告森上は言葉にならない深い悲しみに暮れた毎日を過ごしていたのである。
（２）姉八重子を亡くしたこと
　　　　同じ日の空襲により，姉八重子が焼夷弾の被害に遭い死亡した。原告森上は，父からそのことを聞いた。
　　　　姉八重子は軍需工場で勤務しており，その軍需工場が空襲での被害に遭い，そこで亡くなったようである。他の家族は無事であったが，空襲の被害に遭う前は貧しいながらも幸せだった家族だったが，姉を亡くした深い悲しみに包まれたのである。
３　戦後の苦労
（１）全身やけどの被害は癒えなかったこと
　　　　原告森上のやけどの被害は甚大で，特に痛みがひどく，毎日激しい痛みに耐えなければならない日が続いた。
　　　　戦後，原告森上のやけどをなんとか治癒させるため，一家で大分に引越し毎日温泉治療をするなどあらゆる努力をしてきたが，症状は回復しなかった。
　　　　やけどの痛みは続き，原告森上は痛みで自然と手を握ってしまうことがあった。しかし，手を握ることを続けていると，指と指が一体となり手が開かないようになるため，原告森上は２４時間手のことを注意していなければならず，自然と手を握ってしまうと家族がいつも叩いて開くようにしたり，寝ている間も指と指の間に箸を入れて生活をしなければならない状況だった。
　　　　また，傷口が回復しなかったので，いつまでたっても傷口からウジ虫が湧いてきた。そして，やけどの跡は消えることはなく，原告森上は常に人目を気にしながらの生活を余儀なくされ，原告森上をひどく苦しめてきたのであった。
　　　　このような原告森上のやけどの症状は，被害から２０年ほど経過してようやく落ち着きだし，ウジ虫も湧いてこなくなった。しかし，痛みは完全に消えることなく，傷跡も残ったままである。そして，何より空襲により失った原告森上の青春，大きく歪められてしまった人生は，永遠に取り戻せないのである。
　　　これらは，原告森上の，今もなお消えることのなく発生し続ける被害なのである。
（２）補償の差別を体感してきたこと
　　　　原告森上の姉八重子は，空襲により死亡したが，八重子が当時軍需工場に勤めていたため，戦後補償の対象となった。
　　　　原告森上は，自分も空襲被害に遭い一歩間違えれば死ぬという思いをし，戦後もその被害に苦しめられてきたので，当然補償の対象となると思い申請を行ったことがあった。しかし，民間人であるという理由でそのような補償を受けることはなかった。
原告森上は，まさに不当な差別的取り扱いを目の当たりにし，理不尽な思いをさせられたのである。空襲による被害に追い打ちをかけるように，原告森上は理不尽な差別を体感し，耐えがたい憤りを覚えたのである。
４　まとめ
　　　　原告森上は，上に見てきたとおり，空襲により姉八重子を亡くし，自身も全身に大きな火傷を負い，戦後もその被害に苦しめられ続け，今もなおその傷跡が残り，てきた。そして，民間人であることを理由として補償を拒否されるという耐えがたい苦痛も味わわされたのである。
　　　　これらは，空襲被害者でしか体験することのできないつらさ，痛みであり，現在もなお継続して発生し続ける空襲被害者特有の身体的，精神的な損害である。
第９　原告森永常博（原告番号１３）の被害

１　原告森永常博の経歴

原告森永常博は，１９３３（昭和８）年１月２３日，大阪府八尾市に生まれた。まもなく，父が大阪若山鉄工所（後に「大日本工機株式会社」に社名変更）に勤務していたため，大阪市西成区出城通り３丁目７番地に転居した。

１９３９（昭和１４）年４月，大阪市立今宮第二尋常小学校（昭和１６年より長橋国民学校に改名）に入学し，５年生の２学期になった１９４４（昭和１９）年９月から泉南郡西鳥取村の称念寺に集団疎開した。

１９４５（昭和２０）年３月６日，６年生が卒業を迎え、疎開先から帰宅し，同年３月１４日に大阪市西成区の自宅で大空襲に被災し，父が死亡した。

戦後，１９４５年６月に母の郷里島根県に帰ることとなり，島根県立旧制浜田中学に転校し，１９５１（昭和２６）年３月，新制高校に改編された浜田高等学校を卒業した。

１９５１年８月，大阪市職員採用試験に合格し，翌１９５２年６月，大阪市事務吏員に採用される。西区役所に配属。以後，大正区役所勤務などを経て早川社会福祉会館館長となり，１９９１（平成３）年，大阪市を定年退職した。
２　空襲時の恐怖体験

集団疎開からかえって１週間経った１９４５（昭和２０）年３月１３日深夜，当時国民学校６年生であった同原告は，空襲警報のサイレンに起こされて，自宅の裏庭に掘られた防空壕に父・母と一緒に避難した。翌３月１４日は国民学校の卒業式の予定であった。それまでの空襲で，爆弾が落ちて防空壕に入っていた人は助かったが，入っていなかった人は爆風に吹き飛ばされ，中には首がちぎれて死亡した人もあったと聞かされていた。それ以来，空襲警報が発令されると防空壕に入るようになったと，同原告の母が爆風の恐ろしさを常々子どもたちに語っていた。

ゴオーという急行列車が通り過ぎるような腹に染み渡るＢ２９の轟音にいつもとは違うすさまじさを，同原告は子供心に感じた。大阪に帰ってからは，毎晩空襲警報に起こされていたが，ブーンブーンという，いつもの高度８千メートルから１万メートル上空からの単機の空襲とは違っていた。３月１０日は東京，３月１２日は名古屋で大空襲があり，３月１４日ころ大阪が危なくなると軍需工場で部長をしていた父が母に言っていた。

自宅の防空壕から道路に出ると，四方が火の海で夕焼けのように明るく人の顔がよく見えた。父と母，看護師をしていた叔母（母の妹）の３人は焼けるかもしれないから蓋を，という父の言葉で防空壕専用に作られていた木の蓋をして，その上からシャベルで土を盛り上げた。大国町から難波方面がよく燃え上がっていたが，まだ火は遠くに感じた。そんなとき，油脂焼夷弾の火の固まりが数発，同原告の家と隣の家に落ちた。隣組の人たちが，２階の大屋根にはしごを掛けてよじ登り，火たたきやバケツリレーをしながら火を消そうとしていた。空を見ると数本のサーチライトに照らされた大きなＢ２９が，轟音を立てながら低空で頭上をかすめ，高射砲は炸裂するが，少しもあたらなかった。

隣組の人と消火活動をしていた父は，「女子どもは危ないから，逃げなさい。私は男だから大丈夫。常博をくれぐれも頼む」と言って同原告たちを大きな道路の角まで見送ったが，それが父の最後の言葉になった。

防空頭巾をかぶり，同原告・母・叔母の３人は火のない暗い方暗い方へと逃げた。途中広場に掘られた防空壕を見つけて休んでいると遠くに油脂焼夷弾が落ちてくるのが見えた。最初は小さくゆらゆらとゆれながら落ちてくるが，末広がりに大きく広がり，遠目から見るととても美しい花火のように見えた。しかし，こんにゃくのような火の固まりは消えなかった。油脂焼夷弾は，都市を焼き尽くし，女子どもを含めた非戦闘員の住民を殺す無差別の絨毯焼殺爆撃の火の雨であり，５０～６０センチくらいの間隔で落ちてきた。そして，木造家屋の屋根や壁に鉄筋コンクリートの壁であろうとピタッとくっつき家屋を燃え上がらせた。広場の向かい側の家がみるみるうちに紅蓮の炎を上げて崩れていった。同原告が子ども心に見たあのすさまじい光景は，６０年以上を過ぎた今もくっきりと同原告の目に浮かんでくるものである。母らとともに同原告は，広場にも流れ落ちて来た火の固まりを土で消しながら，再び火のない暗い方へと逃げなければならなかった。

津守から住吉公園の方へ向けて広い道を逃げていたとき，ようやく夜が明け始め，Ｂ２９の轟音が消えていた。しかし，防空頭巾をかぶって無言で逃げてくる人の波は続いていた。

住吉街道を北へ，西成区出城通３丁目にあった原告方に向かうと，焼野が原になった跡から所々煙がくすぶっており，ポツンポツンと白壁の蔵が焼けずに残っているのが見えた。今宮工業学校の前まで帰ると，焼野が原になった住宅地に入れないよう縄がかけられていた。

同原告の母は，「家を見てくるからここでねえさん（叔母のこと）と一緒に待っててや」と言って，まだ余燻のくすぶっている自宅の方へ向かった。叔母が，探しに出かけようとしたとき，母の憔悴しきった姿に出会った。

「お父さんが死んだ－」母の眼に涙はなかったが，今にも倒れそうな姿だった。３人で自宅へ向かったところ，隣組の防空壕から引き出された父が，昨夜別れたときの鉄兜（ヘルメット）にゲートル姿のまま，赤ら顔で口を閉じ，まるで眠っているかのように道路に寝そべっていた。窒息死でまだ温かく，看護婦をしていた叔母が父のベルトを緩め，持っていた救急袋からはさみを取り出し，父のチョッキとアンダーシャツを切り裂いた。そして，同原告と母の目の前で両手で懸命に腹を押さえ，人工呼吸を繰り返した。そのうち，人工呼吸を繰り返されていた父の腹が膨れ上がってきた。叔母がもう駄目とつぶやき，それでも続けていると，父の口と鼻から血が滲み出てきた。叔母は手を止め，ガーゼを取り出して丁寧に血をふき取った。それまでじっと見ていた同原告の母は，「お父さん」と言いながら，叔母と一緒に綿を口とは鼻に詰めた。あとから叔母は，あの血は肉親だけに見せる父からの別れの最後の挨拶だと同原告に教えてくれた。父４１歳，母３６歳だった。

焼け爛れた瓦礫の中で，前夜洗い残した釜につけられた茶碗だけが変わらぬ姿を止めていた。

後から同原告が，母に聞いたところでは，父を探しに行った母が，防空壕から引き出されているときに出会い，必死で父に人工呼吸を繰り返したが戻らず，一瞬自分も死のうと考えたという。が，そのとき，同原告のことを思い出して帰ってきたのであった。

同原告が通っていた長橋国民学校の２階が遺体安置室になっており，父はそこへ運ばれた。木造の講堂は焼けたが，鉄筋の校舎は残った。机を並べてその上に遺体が安置されていた。同原告の母は，逃げるときに自分が被っていた絹の布団を父の遺体にかけ，「お父さん！」と同原告の前で初めて嗚咽した。

遺体安置室として二つの教室が使用されており，２０人くらいの遺体が安置されていた。同原告は，小学校６年生の年で，包帯でぐるぐる巻きされた男か女かわからない真っ黒焦げの遺体，筵を掛けられた遺体，小さな子供の遺体など多くの遺体が安置されていたのを目撃していた。

父の遺体は，２～３日して阿倍野の焼場に運ばれた。国民学校〈小学校〉の卒業式は確か１８日だったように思う。校庭で行われた。

６月２日，父の遺骨を抱え，母の郷里である島根県に疎開し，中学校も転校した。
３　戦後の苦労

（１）父を失ってからの生活

戦争前には，当時珍しかった家族旅行をしていた家庭の主婦だった母，そして同原告は恵まれていた立場であった。それが一転して父の死と戦災，それでも母は，実家へ帰れば何とか生活はできると考えた。同原告は，祖父の家から朝５時３０分には出て，下府の駅まで約６キロの道のりを歩き，汽車に乗り浜田中学校へ通った。

戦災死でも就労中ではなく，何の補償もなかった。母はそれでも父の残してくれたお金で慎ましやかに生活すれば，同原告を何とか大学までは出せるだろうと考えていた。でも，戦後のインフレ，貨幣価値の下落によってたちまち困窮し，中学３年生のとき，母と一緒に浜田市内へ出て，引揚者寮に入り，ここから中学校へ通うようになった。

母は最初，面作りの内職をしていたが，とてもそんなことでは生活できない。授産所に通い，洋服の加工などを身につけ，足踏みミシンを購入し，婦人服や子供服の仕立てや修理等の内職に励んだ。

共同炊事場で満州から引き揚げてきた奥さんが，「主人が帰ってくる！」と子供と抱き合い，飛び上がって喜ぶ姿に，「よかったね，おめでとう」と声をかけ，手を握り合って祝福していたが，同原告と母のもとに父は帰ってこなかった。母は，「でもうちのお父さんは，もう帰って来ない」とつぶやいた。

インフレを防止するため昭和２１年２月新円切替と預金封鎖が行われたが，結果としてわが家にはそれが幸いした。しかし，それは生活の苦しさの先送りで，内職程度の収入では生活が苦しく，追い詰められたのだろう，母は昔持っていた看護婦の免許を生かし，派遣看護婦として大阪へ働きに出た。高校１年から２年の初めまで，同原告は母の仕送りにより自炊しながら学校へ通った。少し風邪を引いて学校を休んでいたとき，たまたま母が帰ってきて，やはり子供は一人では住まされないと大阪での仕事を辞め，浜田へ帰ってきてくれた。しかし，簡単に仕事は見つからない。祖父の家が農家だったため食べる物には不自由しなかったが，母は失業対策事業の日雇人夫として働き，同原告を高校に通わせた。

同原告は，高校を卒業したら就職して欲しいと母から言われ，仕方がないと思いながら，心の中に何とも言えないわだかまりが残った。受験の交通費と受験料，入学金だけ工面してくれれば後はアルバイトで何とかやっていくとの思いもあった。

同原告は，１９５１（昭和２６）年３月に浜田高校を卒業し，大阪にいた知人から，大阪市の職員採用試験があるから受けてみないかと言われ，４月に大阪に出て受験し，合格した。採用試験は資格認定試験であり，欠員があり次第，順次採用するというものであった。同原告が正式に採用されたのは翌昭和２７年６月であり，それまでは，地元浜田で日本通運に合格して同社に勤めていた。

（２）父を亡くしたことについて

同原告は，就職して欲しいと同原告に頭を下げたときの母は，どんなに辛かったであろうかと思っている。

戦災で家を焼かれ，夫を失った母に国がしてくれた補償は，下賜金２００円と浜田へ帰る旅費，罹災証明書による国鉄（当時）の無料乗車券の発行だけであった。同原告は，焼夷弾により一瞬にして崩れ去った家屋とあの紅蓮の炎を生涯脳裏から消すことができない。そして，「常博を頼む」と言った父の言葉を忘れることができない。
　４　まとめ
　同原告は、上記のように空襲で父を失っているが、その父はまさに防空法によって義務を課せられ、妻子は逃がしても自分は踏み止まらなければならない立場であった。
　同原告の父は、まさに防空法の犠牲であり、国の強いた戦争協力の犠牲となって死亡したのであり、戦争に動員された軍人・軍属と何ら変わるところはなかった。

　それにもかかわらず、同原告と母は、自力で戦後の混乱した時代を生き抜かなければならなかったのである。

第10　原告山岸佐津子（原告番号１４）の被害
１　空襲前の状況

（１）家族構成等
原告山岸佐津子は１９３１（昭和６）年３月１１日日生まれである。大阪を襲った１９４５（昭和２０）年３月１３日の最初の大空襲に遭ったのは，原告山岸が１４才になったばかりの時であった。
当時原告山岸は大阪市西区西道頓堀５丁目１番地の借家で父（４８歳），母（４４歳）姉（１９歳），兄（１６歳），弟（６歳）と原告山岸の６人家族で生活をしていた。原告山岸はここで，幼少時代から１４歳になるまでの生活を送るのである。

（２）戦争動員一色の世相（情報操作）

その当時のことで原告山岸が今日心より痛感することは，学校生活といい，日常の生活といい，確かな情報は何も与えられてこなかったのだということである。
学校では「聖戦遂行のため，君たちは命を捨てて頑張らねばならない」と，常に教師から聞かされ，「忠君愛国」をたたき込む教育を繰り返し受けた。山岸自身も「日本は神の国だから，神風が吹いて戦争には負けることはない」と，終戦まで心より信じていた。
　　　　その頃の新聞やラジオでの報道も，報道されるのは日本軍の勝利ばかりであった。山岸の通う日吉国民学校でも，校区から出征兵士が出るたびに，国民学校（小学校）から日の丸の旗を振って送り出していた。戦争が進むにつれて，戦死者の英霊を迎えるという機会が多くなったという記憶はあるものの，国や地域社会が一体となった戦争協力体制の中で，国民は何も知らされず，戦争に動員されていったのである。

２　空襲時の恐怖体験　

（１）誤った防空訓練・防火訓練と被害の拡大（財産全部焼失と精神的ショック）
　　　　１９４５（昭和２０）年３月が近づくにつれて，単発的に，軍需工場に爆弾が落とされる日が増えてききた。このため，各家にも防空壕を掘るように決められ，原告山岸の自宅（内）でも防空壕を掘った。まだ子どもだった原告山岸もそのことを記憶している。

１９４５（昭和２０）年３月１３日の大空襲は，それまでの単発的だった爆撃とは全く異質なものであった。それは大阪を狙った深夜の大量無差別爆撃であった。
通常の爆弾とは異なり，焼夷弾は一発が落ちてくる途中に何発にも分かれ，火の玉が次から次へと降り注いできた。
原告山岸を含む一般国民は，それまで繰り返し，「一発の焼夷弾が屋根に落ちたら，摘んで捨てましょう」の防空訓練しか受けていなかった（甲Ａ１９号証８～９頁）。その訓練は，いかにして焼夷弾の被害を最小限に食い止め，戦争を遂行して行くかという観点からのそれであった。しかし，強力な焼夷弾の威力の前には，役立たない訓練であった。そして何よりも，およそ国民の命を最優先に，空襲の際に如何に迅速に逃げるか，如何に自身や家族の命を守るのか，という観点での訓練や指導は皆無であった。
そのような状況であるから，３月１３日の大規模な空襲では，人々は戸惑うばかりであった。この日の空襲では，逃げることができず，あるいはそれが大幅に遅れてしまった事例が大変多かったのであるが，このような時代背景が存在するのである，この日の空襲は，敵機が次から次へと来襲し，火の豪雨は，３月１４日未明まで続いた。
　　　　大阪市西区に住んでいた原告山岸は，何とか家族と共に大正区，大正橋方面に逃げたのであるが，結局山岸の住む自宅は焼失してしまい，幸いに家族は無事であったものの，この空襲で財産の全てを失なってしまうことになったのである。
この空襲が１４歳の山岸に与えた精神的ショックは非常に大きいものであった。
空襲翌日，原告山岸は疎開のため母と弟が河内の川西に行くので，見送りに天王寺駅まで歩いていった。その道で，原告山岸は焦げ茶色の焼死体を何体も跨ぎながら行くのであるが，その時，原告山岸は，自身に一切何らの感情も沸かなかったことを今でもはっきりと覚えている。事後的に評価すれば，極度の緊張で精神状態が正常ではなかったということにあるが，一夜にして街中に死体が溢れかえる状況下で，人間の精神がいかなる状況に置かれるか，それを如実に物語っているエピソードである。

（２）（故）山岸幸夫の体験した３月１３日大阪大空襲と被害（親族の死亡）
　　　　原告山岸の夫山岸幸夫（１９２７《昭和２》年４月２３日生，以下単に亡幸夫）は平成１８年１月に死亡しているが，亡幸夫も１９４５（昭和２０）年３月１３日の大阪大空襲に遭っている。当時亡幸夫は大阪市堀江に住んでいた。３月１３日の大空襲で堀江一帯は直撃を受け，忽ち火の海になった。当時１７才の亡幸夫は，１３才の妹の手を引いて必死の思いで逃げた。
これまでにも述べきた通り，当時の大阪市民は全て，空襲に対し如何に命を守るのかについてまともな訓練を受けてはいなかった。狼狽し，土蔵の中なら助かると多くの人が判断し，土蔵内に避難したものの，土蔵ごと蒸し焼きになり全員死亡したという事実もあった。亡幸夫は満員を理由に土蔵に入ることを拒否され，結果として死を免れている。
この大空襲で亡幸夫は，最愛の両親と（下の）弟を亡くした。翌朝，当時亡幸夫が住んでいた自宅の焼け跡に行き，自宅庭の防空壕で両親が死んでいるのを見つけた。亡幸夫は父の遺体を引っ張り出し寺に運ぼうとしたのであるが，遺体が重く，スコップでゲートルをまいた父の足をちぎり，バラバラにして運ばざるを得ない状況であった。亡幸夫にとってその時が，一番辛かったものであり，「親の身体を傷つけた」と，亡幸夫は平成１８年に亡くなるまで繰り返し，妻である原告山岸にそのときのことを悔やんでいた。

　３　戦後の苦労
その後，亡幸夫は僅か１７才で，島根県に集団疎開をしていた小学５年生の弟を迎えにいき，混乱している世の中で，妹・弟の親代わりとして生きていく，言うに言えない戦後の苦労が始まった。亡幸夫が同じ職場に働いていたことが縁で原告山岸と結婚することになったのは１９５４（昭和２９）年１１月のことであった。
　４　まとめ
　　　同原告は、空襲とその後の苦労の記憶を決して忘れることが出来ないが故に、本件訴訟への参加を決意した。空襲は、その後の原告らの人生をずっと破壊し続けているのである。
第11　原告吉貞駒次郎（原告番号１６）の被害　
１　空襲前の状況
　　原告吉貞駒次郎は，１９３２（昭和７）年３月３日に大阪市港区で出生し，同区内の自宅で家族５人で生活していた。父はとび職の仕事で生計を立てていた。空襲以前は，家族団欒や近所の人々との交流もあり，幼少時の思い出は数多くあった。物資や食糧の窮乏下ではあったが，原告吉貞の家族は特に生活に困ることはなく，一定の蓄えはあった。父は働いた収入を国債にして蓄えていた。
　次に述べる空襲当時，原告吉貞は１３歳であった。
２　空襲時の恐怖体験

（１）「空襲時に家から逃げるな」という指導により財産を失った
　　１９４５（昭和２０）年３月１３日の夜，原告吉貞は空襲警報が発令されたので自宅床下の防空壕に家族４人で入った。空襲警報が鳴っても，家族の誰一人として「危ないから直ちに逃げよう。」とは思い付かなかった。」

　間もなく爆弾や焼夷弾が投下される爆音と振動がなり響き，防空壕に熱風が入ってきた。隣近所の家を含む町全体が，猛火に包まれていて，次々に火焔が大きくなっていった。「このまま防空壕にいては死んでしまう」という父の判断により，防空壕から出て家族全員で逃げることになった。
　　　　しかし，このときには自宅にまで火が燃え広がり，床下の防空壕から出て直ちに玄関から逃げ出すことしかできなかった。現金や預金・国債証書，家財道具などを探し出して持っていく余裕など全くなかった。そのようなことをしていたら，自分の衣服や身体に火が燃え移り，逃げ遅れて死亡する危険が差し迫っていたからである。原告吉貞ら家族は，冬のように寒い夜にもかかわらず，玄関先にあったわら草履だけを履いて逃げ出すしかなかった。
　　　　このような結果になったのは，被告国が「空襲警報下では家から逃げるな」という危険な指示をしていたからである。もし，空襲警報が鳴ってから米軍機が上空に飛来するまでの間に，家の外の安全な場所へ逃げることが許されていたら，その間に現金や預金通帳などを持ちだすこともできたであろう。つまり，家屋は焼失しても，当面の生活に困らない程度の現金や貴重品を所持して逃げることが可能だったはずである。
　　　　国民が空襲から逃げることを禁止された点については，原告ら第１準備書面２７頁以降で詳述したとおりである。甲Ａ４６号証の新聞記事には，まさに「空襲下，家を空けるな」という警察消防署長の指示が掲載されている。
（２）「逃げる場所」も「逃げる方法」も与えられない逃避行を強いられた
防空壕から飛び出した原告吉貞ら家族は，町中が火に包まれるなか，どこが安全なのか見当もつかず，あてもなく火の中を逃げるしかなかった。
　　　　現在ならば，被告国は「地震や大規模火災の際は，広域避難場所に逃げてください」などと日頃から国民に周知徹底をしているが，当時はそのような「避難場所」は設定されていなかった。そもそも被告国は，「国民は空襲から逃げず，消火活動に従事せよ。」という方針をとったので，国民を安全な場所に誘導するという計画も準備などもなかったからである。戦時中に，「防空訓練」（甲Ａ１５，甲Ａ１６など）は繰り返し行われたが，「避難訓練」が行われたことは一度もなかったのである。
　原告吉貞ら家族４人は，火焔と熱風のうずまくなかを，頭上から降り注ぐ焼夷弾を避けながら逃げまどった。母は２歳の子（原告吉貞の弟）を背負い，火の粉がかからないよう頭の上に布をかぶりながら逃げていた。
　　　　原告吉貞は，近所のおばさんが，死んだ女の子を背負って逃げているのを見た。また，街中に焦げた死体が倒れていたり，大やけどを負った人を無数に見た。黒焦げの瓦礫や木材をまたいで歩いているうちに，焼死体を踏んでしまうこともあったが，怖いと思う感覚が失せていた。空襲の恐怖が人間の感性を鈍らせていたのである。
３　戦後の苦労
　空襲により，原告吉貞の自宅は全焼した。屋根も柱も跡形なく，完全に焼け落ちていた。原告吉貞は，空襲の半日後に自宅へ戻ったが，もはや真っ黒の灰と瓦礫があるだけで，焼け跡はまだ熱いままだった。瓦礫から掘り起こした２つの茶碗だけが家族に残された家財となった。
　　　原告吉貞が大阪市港区で受けた空襲は，数度にわたる大阪空襲のなかでもっとも被害規模が大きいものであった。空襲前の１９４４（昭和１９）年２月には２２万８７７人いた港区の人口は，空襲後の１９４５（昭和２０）年１１月には８６７２人にまで激減した。
　空襲後，原告吉貞ら家族は，役所からの指示により滋賀県犬上郡河瀬村にある寺の境内に仮住まいすることになった（戦時災害保護法に基づく住宅扶助制度によるものと思われる。）。そこでは寒さや飢えに苦しみ，空襲時の着のみ着のままであった衣服にはシラミがわいた。
　　　大阪で空襲を受けるまでは，家族で明るく笑ったり遊んだりもしたが，空襲によって生活の場所も生活の糧も一挙に奪われたのである。当時１３歳の原告吉貞は，親の財産や収入に頼ることもできず，自力で職を探して生き抜いていくしかなかった。
　４　まとめ
　原告吉貞の被害は，単に「家を失った」という一言で簡単に表わせるものではなく，極めて甚大なものである上に、その後の同原告の人生にずっと暗い影を落とし続けてきた。
　空襲は、単純な一回的不法行為とは根本的にその性格を異にしているのである。
第12　原告吉田栄子（原告番号１７）の被害
１　空襲時の状況
原告吉田栄子は，１９３４（昭和９）年５月３日，大阪に生まれた。
原告吉田の空襲前の家族は，原告吉田と，父彌一郎（４９歳），母スエノ（４４歳），長男清治（２２歳），長女初子（２０歳），次女恵美子（１８歳），三女の私（１０歳），四男の彌（６歳），父の弟である叔父九十朗（３２歳），叔母国恵（２９歳），長女の八重子（６歳），次女の絹子（２歳）の１１人であり，大阪市浪速区に住んでいた。
父彌一郎は，古布を集めて軍事用の頑丈な布を作る工場を営み生計を立てていた。戦時中であり食料に乏しく，また大家族でもあったので生活は決して恵まれていなかったが，父母は原告吉田を愛し，また原告吉田の兄弟姉妹の中も非常によい家族であった。原告吉田は，１９４４（昭和１９）年８月ころ，一人家族のもとを離れ，親戚のいる大阪府美岬町に疎開していた。原告吉田は親元を離れるのを非常にさみしがり，毎週のように実家に帰って家族と会っていたが，再び家族と離れるときにはいつも泣きわめいていたのである。
２　空襲時の恐怖体験
　　　１９４５年（昭和２０年）３月１３日，大阪を襲った空襲により，浪速区の自宅は全焼した。原告吉田は，疎開先にいたため無事であったが，長男清治以外の親兄弟家族全員が死亡したのであった。
　　　原告吉田は，空襲後すぐに，親戚とともに疎開先から大阪市内に家族の安否を確認しに行った。電車が大阪市内に近付くと，一面焼け野原となっており，それまで見慣れていた景色とあまりに違う光景が，原告吉田にとっては恐怖であった。
　　　原告吉田は，途中から歩いて自宅へ向かったが，案の定自宅は全焼していた。その後，原告吉田は恵比寿国民学校へ家族の安否を確認しに行った。そこで，原告吉田は，死体が大量に置かれているところを目撃することになった。そして，その中で，グリーンのオーバーを着て，母スエノが作ったくつ下を履いたまま死んでいる長女初子を発見したのであった。
原告吉田は，初子の死体を見たときは，ただ唖然するばかりで涙が流れなかったという。大量の死体が並べられていた光景，グリーンのオーバーを着て，母スエノが作ったくつ下を履いた長女初子の死体の光景が，現実のものとして受け止めることができなかったためであると思われるが，原告吉田の脳裏には，今なおその光景が強く深く刻み込まれている。
その後，原告吉田は，長男清治以外の家族が全員死んだということを聞いた。原告吉田の父母を最後に見たという人から話を聞き，兄がその現場に言って確認したところ，父母，彌，おじ，おば，その二人の娘，家族全ての死体があった。
原告吉田は，兄からその話を聞き，無念の思いで死んでいった家族のことを思い，悔しさや深い悲しみに襲われ，涙に明け暮れたのである。
３　戦後の苦労
（１）仏壇の光に怯えるほど精神的に不安定であった
　　　その後，原告吉田は，親戚の家を転々とすることとなった。
　　　　原告吉田は，親戚に面倒を見てもらえるようになったが，当然，親戚も戦後貧しい生活を強いられた。そのため，原告吉田は親戚の家でどうしても肩身の狭い思いをすることとなり，精神的に気を休めることができなかった。そして，兄以外の家族を失ったことにより，原告吉田は不安定な幼少時代を過ごすこととなった。
　　　　原告吉田は，１３歳のときに，父の妹のいる阿倍野区で引き取ってもらうことになった。そこでしばらく生活をしていたのであるが，寝室に仏壇が置いてあり，原告吉田は，仏壇に火がともっているのが恐ろしくて眠れなかったという。ストレスでご飯が食べられなくなり，次第にやせ細っていったので，父の妹が心配して家を出るように手配したということがあった。おそらく，大量の死体や妹初子の死体を目撃したことがあまりに衝撃的であったことや，兄以外の家族を失ってしまって精神的に不安定な状況が続き，そのような仏壇の光に怯えていたのだろうと思われる。
（２）毎日気を使う精神的につらい日々を過ごした
　　　　原告吉田は，昭和２４年１月頃，大阪府泉南市になる親戚の家に住むことになった。その親戚は美容院を営んでいたため，原告吉田が，毎日，子供の面倒，洗濯物，洋服や下着のつくろい等の雑用をしなければならなかった。また，家に帰ると先回りして炬燵を温めておいたりして，とにかく気を使ってあらゆる雑用をこなし，自分の居場所を作るために必至であった。このような生活を送っていた原告吉田は当時中学生であったが，遊びに行く暇すらなかった。
　　　　このような原告吉田の生活の苦しさは，単に物質的な苦しさ，肉体的な苦しさというものを超えて，空襲により頼るべき父母，家族を失い，家族を失った者にしかわからない孤独感，絶望感といえるものである。原告吉田は，常にこのような思いを抱えながらの生活を余儀なくされたのである。
　　　その後，原告は結婚して，美容師となり，現在も美容師としての仕事を継続している。しかし，空襲で家族を失った悲しみは今なお消えることはない。
４　まとめ
　　　原告吉田は，空襲により帰るべき家を失っただけでなく，両親，３人の兄弟姉妹，叔父叔母，そして二人のいとこ，９人の愛すべき家族を失ったのである。
　　　一瞬にして家族を失ってしまった衝撃，悲しみ，悔しさは測り知ることができないほど大きく，そして家族を失ったことにより，原告吉田がその後肩身の狭く，気の休むことのできない生活を強いられることとなり，その後の原告吉田の人生において深い影を落としたことは明白である。
　　　これら原告吉田の損害は，家族を失ったという極めて甚大な精神的苦痛であるが，それだけで評価し尽くされるものではなく，その後の人生に計り知れない影響を与えたという意味で，原告吉田には絶えず精神的苦痛が生じ続けたといえるのである。かかる損害は，まさに戦後補償立法によって救済されるべき性質のものである。
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